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Williramにおけるく借用語〉とく意
訳語〉について（その1）
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1
　　二つの言語社会が直接的間接的を問わず何らかの形で接触を持つに至ると，
　原則として文化度の高い方が低い方に影響を与えて，そこにいわゆる〈借用〉
　現象が生起する。Ahd．期においてラテン語圏と本格的な接触を持ったドイツ
　語は，高度の文化を誇った前者から言語上多くを〈借用〉したのであった。
　　ところでこの場合のく借用〉が，借用語くLehnwort＞や外来語＜Fremd－
　　　（1）
　wort＞に限定される（従来とかくそう思われがちであった）ものではなく，そ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　れがもっと豊かな内容のものであることが，過去20年間の研究成果の数々に
　ょって明らかにされたである。Germanistikの分野でこの方面の研究に多大の
　貢献をしたW．Betzの分類と術語とは，若干の異論はあったが，結局一般的
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　な承認を受けて，〈借用研究〉に定着したと言ってよい。Betzによれぽ，一
　般に借用の仕方には三種ある。すなわち外国語がそのまま取り入れられる場合
　（借用語＜Lehnwort＞），固有語の諸形成要素を手段として模倣される場合
　（これを彼は借用形成語＜Lehnbildung＞と呼ぶ），外国語の意味のみが既存
　の固有語の中に借用される場合（借義語＜Lehnbedeutung＞）である。　Betz
　は借用形成語について次のように述べている：《Bei　der　Lehnbildung　ist　die
　f（）rmale　Anlehnung　an　das　Vorbild　als　Lehnformung（Jungfernrede：
　皿aidenspeech，　Halbinsel：paeninsula）von　der　vom　Vorbild　f（）rmal
r’
sunabhangigen　Neubildung，　der　Lehnsch6pfung（Weinbrand：cognac）
　　　　　　　　　　　　　　　　－19一
Williramにおけるく借用語〉とく意訳語〉について（その1）　（川口）
zu　unterscheidenl4～）まり借用形成語が，手本となる原語に語構成上依存する
形式借用語＜Lehnformung＞と原語に制約を受けない意訳語＜Lehnsch6P－
fung＞とに小区分される。続けてBetzは：《Bei　der　Lehnf（）rmung　ist
weiter　noch　die　genaue　Glied－fUr－Glied－Ubersetzung，　die　LehnUberset－
zung（Jungfernrede：maidenspeech，　conscientia：ahd・gawizzani）・von
der　freieren　TeilUbertragung　zu　unterscheiden，　der　LehnUbertragung
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
（Halbinsel：paeninsula，　barmherzig：misericors，　Vaterlalld：patria）》と
述べて，形式借用語を原語成分を遂字訳する直訳語＜LehnUbersetzung＞と部
分的に意訳する部分的意訳語＜LehnUbtragung＞とに細分しているのである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（6）
　さてAhd．の主要文献におけるく借用〉についての研究は，主として1950
年代に次々と発表されたのだが，その中の数値の集計に基づく推定によると，
〈借用〉によってAhd．の語彙に加えられた語は，　Ahd．の語総数2万語の約
3分の1を占め，その内，借用語が約600語（3％），借用形成語が約2
千語（10％），借義語が約4千語（20％）程度になる。言い換えると，＜借
用〉された語の約9％が借用語，約30％が借用形成語，約60％が借義語と
いうことになる。
　しかしこの比率はAhd．全体におけるものであって，その個々の文献に共通
のものではない。300年以上に及ぶAhd．の時代にあっては，ラテン語の原
典の呪縛から逃れられず，しばしぽ滑稽なまでの模倣を行なった初期の対訳語
彙集の編者や行間翻訳の訳者たちと，すでに数百年に及ぶ翻訳活動の成果を十
分に利用しえたにちがいない後期の翻訳者たちの間には，ラテン語に対する姿
勢に違いのあるのは当然であり，したがって両者の文献にもそれは反映してい
る。そしてそれは個々の文献の語彙中におけるく借用〉された語の占める割合
と同時に，その中の個々の借用の仕方の比率に表われているのである。
次に掲げ6xikl　Ahd．の主敷献の中で宗教諏く借用〉された語の中の
比率である。
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Abrogans
Benediktinerregel
Tatian
Otfrid
Notker
（PsalmenUbersetzung）
借用語
14％
13％
12％
10％
　6％
直訳語
21％
18％
17％
　7％
　10％
部分的意訳語　意訳語
％
％
％
％
％
1
2％
（川口）
借義語
54％
60％
59％
80％
80％
　この表で第1に注目されることは，借用語と形式借用語とが時と共に減少
するのに反し，借義語が逆に増加している点である。Otfrid（以下0・と略す）
では形式借用語がNotker（以下N．）より下回っているが，この点について
Betzは：《Das　heiBt　also，　daB　bei　Otfrid　die　Lehnbed6utungen　noch
starker．in　den　Vordergrund　getreten　sind，　daB　noch　haufiger’　alte　ein－
heimische　W6rter　in　neuer　christlicher　Bedeutung　gebraucht　werden　und
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（8　
daB　die　Lehnbildungen　dementsprechend　mehr　zurUcktreten．》と述べ
て，形式借用語の減少分を借義語がいわば補った形で増加している点を指摘し
ている。つまり形式借用語と借義語とは一種の相関関係にあることが分る。第
2に注目される点は，意訳語がTatian（以下T．）にのみ現われ，しかもその
比率がわずか2％であることである。つまり宗教語で意訳語の果す役割がきわ
めて少ないのである。
　では宗教語以外ではどうであろうか。非宗教語に関するデータは，宗教語に
おけるほど十分ではなく，若干の文献のものに限られているが，その一つN．
のMartianus　Capellaの翻訳における借用形成語と借義語（借用語は除外
　　　　　　　　　　　（9　
されている）に関する報告によると，直訳語51。1％，部分的意訳語30．3％，
意訳語12％，借義語6．6％となっている。次にBenediktinerregel（以下B・）
の中の《思考》（Denken）に関する語53の内で24語が借用されているが，借
用語1（4％），直訳語6（25％），部分的意訳語9（39％），意訳語4（16％），
　　　　　　　　　　　　　　　　　（10）
借義語4（16％）という比率を見せている。この二つの非宗教語における比率
一21一
　Williramにおけるく借用語〉とく意訳語〉について（その1）　（川口）
では，宗教語の場合と比べて，借義語の大幅な減少と共に意訳語の増加が注目
されるが，これはおそらくAhd．全般の非宗教語における特微と言ってよいで
あろう。
　ところでWilliram　von　Ebersberg（以下W．）の《雅歌注解》（Die　Para－
　　　　　　　　　　　　　　　　　（11）
phrase　des　Hohen　Liedes，以下HL．）は，　Ahd．末期の主要文献であるにも
かかわらず，この種の研究の対象にはなっていなかった。先年筆老の行なった
　　　　　　　　　　　　（12）
形式借用語に関する調査報告が唯一のものである。その際に派主的に明らかに
なったことは，書名から容易に推測されるように，注解の部分に宗教語が含ま
れていたが，ほとんどすべてラテン語が用いられているという点であった。こ
れはHL．がAhd．の語彙に関する限り，非宗教語的文献であることを意味す
る。とすれぽ，借義語と意訳語の比率が如何なる数値を示すかを検討すること
は興味深い問題である。この小論では形式借用語の調査結果を採用しつつ，ま
ずこの点を第1に明らかにしたい。
　第2に問題としなければならぬことは，HL．で借用語と意訳語が果してい
る役割である。一般的に言って借用語も意訳語も，前老が形式的，後者が内容
的借用の違いがあるにせよ，異国の新しい事物（当然それにはすでに外国語の
名称がついている）に関わっている。前者は自国語への翻訳が不可能であるた
め，外国語の名称がそのまま受容される場合であり，後者はその外国語の名称
が翻訳への刺激となり，新語を構成することを促す場合である。誇張した言い
方をするならぽ，前者は翻訳が断念された場合であり，後者はこれが断行され
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（13）
た（したがって訳の適否も問題となりうる）場合である。もっぱら借用語に頼
　（14）
る地名の場合は別として，HL，の中には当時のドイツ人にとって全く未知の事
物あるいは動植物の名称が出て来る。しかもこの場合，翻訳という学術的借用
であるから，実物を見ることのできぬ物も含まれている。W．がこの種の名称
に対して如何なる対応を示すかという点を同時に明らかにしたい（その意味で
この小論の標題では特に借用語と意訳語に限定した）。
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註
（1）我国の国語学ではく外来語〉と〈借用語〉を概念上区別せず，前者を一般に用い
　　　ている。Germanistikの分野ではLehnwortをく借用語〉，　Fremdwortをく
　　　外来語〉と訳すのがほぼ慣行となっているが，両者の概念を明確に区分している
　　　文献はない。わずかに，例えば《外国語に由来するが完全に自国語化したもの，
　　　例Keller，　Fenstcr》（相良大独和辞典）程度のlexikalischな説明がく外来語〉
　　　についてなされているにすぎないのである。だが，事情は本国のドイツでも同様
　　　であり，両者の区分について種々の提案がなされたのであるが，一般的な承認を
　　　受けるに至らず，定説はない。だがく借用〉研究の際には，両者をあえて区別せ
　　　ずにこれを借用語で取扱うのが一般的な傾向である。この小論においてもこれに
　　　倣った。
　（2）その主な文献は次の通りである。
　1．Betz，　W．：Der　EinfluB　des　Lateinischen　auf　den　ahd．　Sprachschatz　I，
　　Der　Abrogans，　Bonn　l936．
　2．　Ders．：　Deutsch　und　Lateinisch．　Die　Lehnbildungen　der　althochdeut－
　　schen　Benediktinerregel，　Bonn　l965．
　3．Fe三st，　E：Der　religiδse　Wortschatz　der　ahd．　TatianUbersetzung　in　seiner
　　Abh註ngigkeit　vom　Latein　der　Vorlage．　Studien　zur　Lehngutf（）rschung，　Diss．
　　Freiburg，1953．
　4．　Garncarz，　J．：Die　Lehnbildungen　in　der　Sprache　Otfrids，　Diss．　Bonn　1951．
　5．Schwarz，　H．0．：Die　Lehnbildungen　der　Notkerschen　PsalmenUberset－
　　zung，　Diss．　Bonn　l957．
　6．Mehring，　M．：Die　Lehnpragungen　in　Notkers　Ubersetzung　der‘Nuptiae
　　Philologiae　et　Mercurii，　des　Martianus　Capella，　Diss．　Bonn　1957，
　7．　SchUtz，　K．：Die　Lehnpragungen　der　Reichenauer　Glossare　Rb，　Rc，　Rd，
　　Re　und　Rf，　Diss．　Bonn　1957．
（3）Betz，　W．：Lehnw6rter　und　Lehnpragungen　im　Vor－und　Fr廿hdeutschen，
　　　Deutsche　Wortgeschichte　von　Maurer－Stroh，　Berlin　1959，　S．128参照。
（4）
（5）
（6）
（7）
（8）
Betz：a．a．0．　S．128．
Betz：　a．a．0．　S．128．
註（2）参照。
この表は，前記註（3）の文献に紹介された数値を基に筆者がまとめたもので，
Ahd．の主要文献は年代順に配列してある。なお，比率を算出した母胎となる数
値，すなわち統計学上における母集団が同一でないのは当然であり，これは各文
献の比率の比較検討の障害とならないことをお断りしておく。
Betz：　a．a．0．　S．139．
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（9）　Betz：　a・a・O・S・141・
（10）　Betz：　a．a．O．　S．138．
（11）W．およびHLの構成については，拙稿”Williramの《雅歌注解》における
　　　形式借用語について‘‘（学習院大学文学部研究年報第15輯昭和43年度）を参照。
（12）
（13）
（14）
註（11）参照。
この意味でく意訳語〉はむしろく借用語〉の代りをする語であるとして，Lehn－
wortersatz〈代用借用語〉と呼ぶ学者すら居る（Coleman，　E．　S．：Zur　Bestim－
mung　und　Klassi丘kation　qer　Wortentlehnungen　im　Althochdeutschen，
Zeitschrift　fur　deutsche　Sprache，　Band　21　Hcft　1／2，1966，　S．74）．
この小論では地名の借用語は除外する。
H
　あるAhd．の語が借用語であるか否かを判定するのは比較的容易であるが，
その語がいつだれによって初めて借用されたかを知ることは極めて困難なこと
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
である。このことは特に，Behaghelがく民衆的〉（volkstUmlich）と呼んだ借
用語について言える。一方く学術的〉（gelehrt）な借用語，つまりく文学のな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
かに，ラテン語からの翻訳のなかにのみその命脈を保った〉にすぎない外国語
の方は，まさにその故にこそ，借用老の推定が可能となる場合があるのであろ
う。だがこれも現存する数少ないAhd．の文献を唯一の資料とせざるをえな
い以上，文献の範囲内で可能な推定と言わなければならない。現存の文献が当
時の借用語のすべてを収録しているはずがないから，これは当然のことであ
る。更に借用語の場合には，形式借用語などとは異なり，一層困難な事情があ
る。それはく借用〉の中でも借用語という方法が，最も単純にして容易なもの
であるが故に起こるものである。ある借用語が例えばW．のほかいくつカ・の文
献に同時に見られる場合でも，W．が他の文献のそれを受け継いだとは必しも
言えない。W．が他の文献に全く依存することなく，外国語をそのまま取り入
れた可能性は十分にあるからである。したがって借用語に関してわれわれは，
一般にその語がどの外国語を借用したものかの確認で満足せねばならず，借用
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者の推定はごく限られた特殊な語に限るべきであろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
　以下において第1に借用語，第2に部分的借用語＜Teillehnwort＞を収録
　（4）
する。
a．借　用　語
●
1
2．
3．
kδiser〈lat．　caesar；名詞。原語と同じくく皇帝〉の意味で用いられてい
る。die　keisera　unte　die　cuninga　62，12．この語は最も古い借用語とい
われるが，HL．では本文の部分ではなく注解の部分にある。
cor611a＜lat．　corona；名詞。〈王冠〉の意。　t血ot　uuara　des　cuninges
Salomonis　unte　der　cor6non　53，3．ほかに53，9；53，11．この語が
W。以前に借用されたものであることは明らかである。なぜならこの語を
W．はラテン語の本文の語diademaに対して用いているからであり，そ
の上53，9および53，11の例は注解中のものであるため，これに対応する
ラテン語の原語が欠けているからである。
crfice＜lat．　crux；名詞。〈十字架〉の意。　die…nescament　sih　abo　niet
mines　crfices　57，5．ほかに35，9；43，10；63，7；122，5．用例はすべて注
解中にある。この語は注解中にしかありえない。なぜなら《雅歌》は旧約
聖書中の書であって，キリストの礫刑以前のものであるから。この語は
Ahd．で最も重要な宗教語に近い語であり，したがって0．，N．などAhd・
の主要文献には数多くBelegeが見られる。
4．crucigen〈lat．　crucifigere；動詞。原語と同様にく十字架にかける〉の
　　意味で用いられている。er　gecruciget　uuart　35，9，この語も前記の名詞と
　　同じく，本文にはない。この動詞はラテン語を語幹とし，これに固有語の
　　接尾辞一igenを付した派生語であるから，本来は部分的借用語と見なされ
　　るものである。しかし最近の研究では，この種のものを単に借用語に入れる
　　説が有力である。ところでGra仔は，上記の用例のgecrucigetをgecru－
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　　cigenの過去分詞として分類している。このgecrucigenという語は，
⊃　HL．以外にはN。に散見される程度で，そのBelegeには過去形と過去
　　分詞形しかない。これに反しcrucigenの方には，不定詞形，過去形，命
　　令形，過去分詞形が同じくN．に見られ，より完全な状態を示している。
　　ここでは底本の分類に従っておく。　　’
5．16uuo＜lat．1eo；名詞。〈ライオン〉の意。an　den　der　sint　leuuon　1血oger
　　unte　pardon　holer　62，4．　Oまかに62，15本文と注解にひとつずつある。
　　この語はAhd・文献の多数にBelegeがある。
6．1ilia＜lat．　lilium；名詞。〈ゆり〉の意。　also　diu　lilia　ist　unter　den　dornon
　　27，1．0まヵ、セこ26，1；27，3；46，2；59，3；59，16；91，1；91，3；99，3；100，．
　　3；114，2．Ahd．の他の文献ではT．，0．，N．およびReichenaner　Glossar
　　（Rb）にBelegeが見られる。
7．marmorin＜lat．　marmorarius；形容詞。〈大理石の〉の意。　siniu　bein
　　sint　marmorine　sale　94，1．本文中の語。ほかにAhd．の文献に1例あ
　　るだけである。W．による借用の可能性は大きい。
8．mirra〈lat．　murra；名詞。〈没薬〉の意。　in　dlnemo　garten　ist　mirra
　　unte　aloe　70，1．ほカ｝に　70，4；91，11；20，2；80，3；50，2；74，2；802；
　　91，2．本文と注解の双方に見られる。この語はT．に2例，0・とN・に
　　1例ずつある。
9．most＜lat．　mustum；名詞。〈ぶどう汁〉の意。　ich　scenkon　dir　gep量men－
　　ten　uuin　unte　Inost　132，2．ほかに132，14．前者は本文に，後者は注
　　解中に見られる。この語はN。とHrabani　Mauri　Glossarセこ各1例
　　ある。
10．mfira＜lat．　murus；名詞。〈城壁〉の意。　ich　bin　selbo　als　ein　mtira
　　l42，1．ほかに141．3；141，4；142，3．最後の例を除きすべて本文中の語
　　でmurusに対応して用いられている。この語はかなり早い時期の借用語
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　　であり，Ahd．の他の文献にも多数のBelegeが見られる。
11．ole＜lat．　oleum；名詞。〈油〉の意。　din　namo　ist　Uzgegozzenaz　ole
　　3，L本文中の語。この語のBelegeは他の文献にも多い。
12．opfer（＜opfern）＞lat．　operari；動詞。〈神に捧げる〉の意。　unte　dle
　　der　6uh　mir　daz　opfer　bringent　60，4．この語は注解中の語である。こ
　　の語はラテン語の直接的借用ではなく，ラテン語の動詞operariを借用
　　したopfernを基にしたRUckbildungであり，　Ahd．文献にも0・，N．
　　をはじめとして多数のBelegeが見られる。
13．ordinen〈lat．　ordinare；動詞。〈整える〉の意。　diu　uuola　geordine－
　　ton　uuurzbette　90，10．この動詞は過去分詞形で名詞に付加されて用い
　　られている。注解中にあるから，これに対応する原語はない。T．，N．など
　　にordinareに対応する例がかなりある。
14．palma＜lat．　palma；名詞。〈しゅろ〉の意。　din　geuuast　ist　glich　dero
　　palmon　121，1．ほかに121，5．前者は本文にあって，ラテン語のpalma
　　に対応して用いられている。後者は注解中，他の文献では0．とその他と
　　に計2例ある。
15．pardo＜lat．　pardus；名詞。〈牡豹〉の意。　an　den　der　sint　leuupn
　　IUoger　unte　pardon　holer　62，5．本文中の語でラテン語のpardusに対
　　応して用いられている。この語は他の文献に1例あるだけである。動物
　　名の中でも，〈象〉のようにく象牙〉などとの関連から民衆に知られてい
　　るものと異なり，この種のものは単に文献上借用されている傾向が強い。
16．phlanzen＜lat・Plantare；動詞。〈植える〉の意。　dero　herro　，der　den
　　uutngarton　phlanzeta　144，1．ほかに148，4．前者は本文に，後者は注
　　解に見られる。Ahd．文献に多数のBelegeがある。
17．pimenta＜lat．　pigmentum；名詞。〈化粧料〉の意味のラテン語をく香
　　料〉の意味で借用している。uone　demo　stuppe　allerslahto　pimenton
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　　50，4．ほかに72，3；74，3．第1の例を除き，後2者は共にラテン語
　　aroma〈香料〉に対応して用いられている。他の文献にもaromaに対
　　応する例が多く見られるから，この語はかなり早期にAhd．の語彙に定
　　着したものらしい。
18．pimentari〈lat．　pigmentarius；名詞。〈染料〉の意。　die　der　gesezzet
　　sint　uon　den　kunstigen　pimentaren　90，2。ほかに90，12．前者は本文中
　　の語でpigmentariusに対応している。この語はW．にしかBelegeが
　　ない。
19．pimenten＜（pimenta）＜lat．　pigmentum；動詞。〈化粧料〉の意味
　　のpigmentumがpimentaとして借用され，これに基いて作られた動
　　詞。ich　scenkon　dir　gepimenteten　uuin　132，1．この動詞は付加語とし
　　て用いられた過去分詞形が1例あるだけであり，これに対応するラテソ
　　語はcondire〈香味をつける〉である。　Ahd．文献にはほかに1例ある。
20．porta＜lat．　porta；名詞。〈戸〉の意味で用いられている。　die　der　sue－
　　bent　uor　dero　porto　I　l7，2．ほかにll7，9；128，2・他のAhd・の文献
　　にも多数のBelegeがある。
21．puzza＜lat．　puteus；名詞。〈井戸〉の意。　du　bist　puzza　dero　quek－
　　kon　uuazzero　71，1．ほかに71，6．前者は本文に，後者は注解に見られ
　　る。本文ではputeusに対応。この語はT．，0・，N・などにかなりのBelege
　　があるが，これに対応するラテン語にはputeusのほかにcisterna＜水
　　溜〉やpaius〈沼沢〉がでている。したがってpuzzaはputeusが比
　　較的早期にAhd．に借用されたもので，それが他のラテソ語の対応語とし
　　て用いられたと考えられまう。
22．scriban＜lat．　scribere；動詞。〈書く〉の意。　uuanta　da　nah　s含ge－
　　scriban　ist　52，34．注解中の語。　Ahd．の文献に多数のBelegeが見られ
　　る重要語の一つである。
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23．straza＜lat．　strata；名詞。〈市街道〉の意のラテン語が，単にく道路〉
　　の意味で借用されている。in　gazzon　unte　in　strazon　48，4．　platea〈道
　　路〉の訳として本文中に用いられているが，T・，0・，N・などの多数のBelege
　　も同様にplateaに対応させている。
24．tauela＜lat．tabula．名詞。〈板〉の意。　uioge　uuir　die　ture　zesamene
　　mit　c6drinen　tauelon　141，6．本文中の語。　Ahd．文献ではN．のほか
　　三つの文献にBelegeがある。
25．uenstar〈lat，fenestra；名詞。　sihet　tiz　den　uenstron　37，2．ほかに
　　79，2．前者はfenestra〈窓〉に，後者はforamen〈穴〉に対応して本
　　文中で使われている。Ahd．全体では五つの文献に各1例あるが，その内
　　の1例がforamenに対応して用いられている点は津目してよい。
26．uers＜lat．　versus；名詞。〈詩句〉の意味，特に聖書の意味で用いられ
　　ているから，当然注解中の語である。daz　selba　uers　stetδuh　da　uora
　　49，1・ほかに49，2；49，4・0．，N．など多数のBelegeが見られる語であ
　　る。
27．fieber〈lat．　febris；名詞。原語と同じくく熱〉の意味で用いられてい
　　る。daz　brinnente　fSeber　69，23．注解中の語。　Ahd．の文献では，　T．と
　　その他，1文献に数例見られる。
28．uuin＜lat．　vinum；名詞。〈ぶどう酒〉の意。65，1のほか多数のBe－
　　Iegeがある。借用語としても最も早い時期のものであるから，　Ahd．文献
　　のBelegeもおびただしい数である。
29・cedrin〈lat・cedrinus；形容詞。〈西洋杉の〉意。　diu　gesperre　sint　ced－
　　rin　25，1．ほかに141，5．いずれも本文中にあり，原語はcedrinusで
　　ある。Graffにはこの語の記載がないため，他の文献でのBelegeの確認
　　ができないが，この形容詞の語形から見て，最も単純な取り入れ方をして
　　いるから，W．によるものと考えることができる。
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30．cypressin＜lat．　cypressinus；形容詞。〈糸杉の〉の意。　diu　getauele
　　sint　cypressin　25，2．本文中の語で，他の文献にはないから・29番目の
　　語と同様に考えてよいだろう。
b．部分的借用語
1．gescrift＜lat．　scriptum；名詞。〈書物〉の意のラテン語を借用した
　scriftが他の文献には圧倒的に多い。この語はこのscriftに固有語の接頭
　辞を冠したもの。diu　gescrift　habet　samo　drate　uart　71，7・ほかに17，
　5；48，27；59，17；84，10；116，6．いずれも注解中め語でく聖書〉の意味
　で用いられている。tこの語形はAhd．の文献ではN．をはじめ若干のも
　のに見られるにすぎない。
2。palmb6um＜lat．　palma；名詞。〈しゅろの木〉の意。　ih　habo　mich
　geδinot　Qffen　den　palmb6um　zestigene　I22，1．ほかに122，4．ラテ
　　ン語の本文ではpalmaが用いられている。このように植物名に属概i念を
　付加する例は，Ahd．には非常に多い。
3．turtultaba〈lat．　turtur；名詞。〈雄鳩〉の意で用いられている。　dine
　haffelon　sint　samo　turtulttibon　16，1．ほかに40，1．いずれも本文中
　にある。W．のほかに二つの文献に1例ずつある。
4．cederb6um＜lat．　cedrus；名詞。〈西洋杉の木〉の意で用いられてい
　る。er　ist　ouh　selbo　eruuelet　samo　c6derb6um　95，2．　Ahd．の文献
　ではほかに4文献に各1例ある。　（未完）
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底本にはseemuller．　J．：willirams　deutsche　Paraphrase　des　Hohen　Liedes，
1878を用い，以下の数字はこの底本における節と行を示す。なお綴字法もζれ
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によったが，強音符はこれを省略してある。
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